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１．構成 
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２．目次 

１．第６期奥多摩町長期総合計画について 

１―１ 計画の目的    

１－２ 策定の流れ     

１－３ 計画の位置づけ  

１－４ 計画期間      

１－５ 計画の全体構成とＳＤＧｓ 

１－６ 計画の評価 

２．奥多摩町の課題と未来 

２－１ 第５期長期総合計画の評価 

２－２ 住民アンケート 

２－３ 住民参加ワークショップ 

２－４ 奥多摩町の課題とみんなで描いたまちの未来 

基本構想 

３．まちの将来像 

  ３－１ まちの将来像 

  ３－２ 私たちが大事にする姿勢 

  ３－３ 未来をつくる３つのコンセプト 

  ３－４ 施策体系 

基本計画 

４．基本計画 

 Ⅰ 活性化（創造する・挑戦する） 

将来像① 生まれる・育む・挑むまちづくり 

１．起業の支援 

２．子育て推進 

３．観光資源の開発 

４．デジタル化の推進 

５．住民参加型事業の開拓・展開 

   将来像② 作る・繋がる・広がるまちづくり 

１．広域連携の推進（庁内連携、他市町村との連携） 

２．幅広い世代が参加できる事業の充実・開拓 

３．コミュニティの形成・活性化 

４．多様性の尊重 

５．住民サービスの充実 

将来像③ 賑わう・満ちる・巡るまちづくり 

１．まちの活性化 

２．観光資源の活用 

３．移住・定住促進 

４．公共施設・交通機関の充実・利活用 

５．くらしの満足度向上  
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Ⅱ 持続化（続ける・守る・再生する） 

将来像① サステナブルなまちづくり 

１．資源を活かす・大切にするまちづくり 

2．子供の成長を見守るまちづくり 

3．誰もが学び続けるまちづくり 

将来像② レジリエンスなまちづくり 

１．交通インフラの整備されたまちづくり 

２．公共インフラの整備されたまちづくり 

将来像③ セーフティーなまちづくり  

１．災害に負けないまちづくり 

２．犯罪・事故から人を守れるまちづくり 

3．安全・安心して日常生活を過ごせるまちづくり 

Ⅲ 効率化（無駄をはぶく・まとめる・やめる） 

将来像① スマートなまちづくり くらしの最適化、分かりやすい、伝えやすいまちへ 

１．効果的な組織運用、人材配置・育成 

２．建物の取捨選択 

３．情報発信の改革 

将来像② フラットなまちづくり 同じ目線でみんなと育むまち  

１．デジタル化などによる窓口業務の効率化の検討 

２．業務の遠隔化の検討 

３．業務負担の平準化と質の維持 

４．どんな人でも同様のサービスを受けられる体制づくりを目指す 

将来像③ リンク／シェア するまちづくり 垣根を越えてともに分かち合えるまち 

１．庁内の知識の共有や職員間の情報共有 

２．他自治体との連携強化 

３．町の魅力をシェアする 

４．住民の意見をシェアする 

 Ⅳ 自治体運営の方向性   …行財政や総合戦略に関連する事項を記載予定 

 

資料編 奥多摩町の基礎データ 

・概況（面積、人口、位置、構成） 

・まちの歴史 

・産業と特産品 

・人口（高齢化率、人口流動、人口推計、移住定住） 

・財政 
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３．基本構想（案）  

ⅰ．まちの将来像 

 

自然の中で わたしが くらし つながり 挑戦できる おくたま 

 

 

 

 

 

 

 ⅱ．私たちが大事にする姿勢 

 

１．「豊かな自然」を大切にします  

    全域が秩父多摩甲斐国立公園という恵まれた環境であることに向き合い、自然と共生し、観光

資源を大切にできるまち 

２．「わたし」＝「一人ひとり」を大切にします  

    年齢や性別、国籍などにとらわれず、一人ひとりの個性が光るまち 

３．「くらしやすさ」を大切にします  

    今あるものに魅力と安らぎを感じ、暮らしてみたい、暮らし続けたいと思えるまち 

４．「町内外のつながり」を大切にします 

    奥多摩ならではの顔が見えるつながりと、奥多摩に関わる多様な人との絆を大切にできるまち 

５．「挑戦」と「学び」を大切にします 

    歴史あるものから学びながら新しい物事に挑戦できるまち 

 

≪「大事にする姿勢」の基になったキーワード≫ 

１．全域が秩父多摩甲斐国立公園、観光資源の維持・活用、自然との共生（災害に負けない） 

２．年齢、性別、国籍、個性を大切にする、多世代共生 

３．ないものさがしではなくあるものさがし、奥多摩ならではのくらしやすさ、移住・定住促進、   

子育て推進、福祉サービスの継続と充実、誰もが安心できる、生涯現役 

４．人と人とのつながり、住民同士のつながり、他自治体や関係人口とのつながり、官民協創、    

多世代交流 

５．新しい物事への「挑戦」と歴史あるものからの「学び」、生涯学習、歴史と文化、新たな発想、   

将来への希望が持てるまち 

 

≪基本構想に込めた思い≫ 

・私たちは奥多摩の自然の中で暮らしており、その奥多摩が暮らしやすい町になることで人とのつな

がりが生まれ、挑戦できる土壌ができていく。町としてだけではなく、住民のバイブルとして自分

事と捉えやすいよう、将来像は「わたしが」という主語にしています。 

・山や川という具体的な表現を敢えてせず、山や川、湖、森、環境、生態系、すべての意味を込め「自

然」という表現にしています。 

・活性化、持続化、効率化の各担当が考案した具体的なまちの将来像や施策の方向性の中から、初回

住民ワークショップから残り続けていると感じた言葉＝大事にしていくべきものと考えました。 
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４．基本計画（案） 

 住民ワークショップで住民から集めた言葉を若手ワーキンググループで分類し、それぞれを「活性 

化」「持続化」「効率化」と名付けました。その３つのコンセプトから将来像、施策の方向性、関連す

る計画や事業案などをまとめ、さらに住民ワークショップや審議会での意見を取り入れながら、基本

計画（案）として整理しました。この案は引き続きみなさんの意見を取り入れながらブラッシュアッ

プしていきます。なお、基本計画（案）については、あらためてご意見を募集する予定です。 

 

 

コンセプト１：活性化（創造する・挑戦する） 

将来像① 生まれる・育む・挑むまちづくり 

１．起業の支援 
＊誰でも起業できる環境を整える 

＊若者の挑戦を応援する  

＊起業促進・新規事業支援 

＊創業支援の拡充 

  ＊空き家を活用した施設の活用 

 

２．子育て推進 
  ＊結婚・出産・子ども子育ての支援 

  ＊情報発信の充実（子ども・子育てに特化した HP の作成など） 

＊各種助成事業の推進 

  ＊放課後子ども教室（わさぴーひろば）の浸透・発展 

   

３．観光資源の開発 
   ＊新たな観光スポットの開拓と充実 

   ＊新たな特産品の開発・開発支援の充実 

   ＊インバウンドを想定した観光資源の開発と環境の整備 

 

４．デジタル化の推進 
   ＊各種申請手続きも含めた電子化の推進 

   ＊WEB 診断の促進 

   ＊オンラインサポートの拡充 

  

５．住民参加型事業の開拓・展開 
   ＊学びの場をつくる 

   ＊集いの場をつくる 

   ＊遊びの場をつくる 

 
＜既存計画の整理＞ 
第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略、奥多摩町子ども・子育て支援事業計画 など 
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将来像② 作る・繋がる・広がるまちづくり 

１．広域連携の推進（庁内連携、他市町村との連携） 
＊円滑な業務推進 

＊横断的な庁内連携の推進と連携しやすい環境づくり 

   ＊窓口のワンストップ化の推進 

   ＊他市町村との連携を図る 

 

２．幅広い世代が参加できる事業の充実・開拓 

＊住民が主体的に参加できる事業の充実 

  ＊観光客等関係人口も参加できる事業の開拓 

  ＊獅子舞・お祭り等の郷土芸能の充実 

  

３．コミュニティの形成・活性化 
＊自治会の運営・活性化 

   ＊自主団体活動への支援 

 

４．多様性の尊重 
   ＊個性の尊重（一人一人を認める） 

＊ジェンダーや障害に囚われない意識の改革 
＊自殺・引きこもり対策 

 

５．住民サービスの充実 

＊福祉サービスの充実 
    ＊バリアフリー化の推進 

    ＊健康増進事業の推進による医療費抑制を図る 

    ＊健康づくり推進事業の実施 

    ＊食育推進事業の実施 

 
＜既存計画の整理＞ 

奥多摩町いのち支える自殺対策計画、奥多摩町障害者計画、第６期障害福祉計画、第２期障害児福祉計
画、奥多摩町地域保健福祉計画、奥多摩町地域高齢者支援計画（高齢者福祉計画）、奥多摩町地域高齢者
支援計画（第８期介護保険事業計画）、 
奥多摩町国民健康保険第２期データヘルス計画、奥多摩町健康保険第３期特定健康診査等実施計画、奥
多摩町健康増進計画・食育推進計画 など 
 

将来像③ 賑わう・満ちる・巡るまちづくり 

１．まちの活性化 
＊地元商店と連携しまちの活性化を図る 
＊駅前を中心としたにぎわいづくりを図る 

＊アートやクリエイティブな活動と連動してまちの活性化を図る 

 

２．観光資源の活用 
＊わさび・治助イモ・鹿肉等の特産物の活用 
＊空き家・空き地を活用した観光駐車場の設置 

＊内水面漁業の活用事業の検討と振興 
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３．移住・定住促進 
＊移住・定住対策の促進 

＊空き家バンクの促進 

  ＊定住若者定住応援住宅・子育て応援住宅の推進 

  ＊定住環境の整備 

   

４．公共施設・交通機関の充実・利活用 
＊住民が公共交通を利用する機会の創出（イベントの開催等） 

  ＊新庁舎建設・維持・管理・発展 

  ＊学校等公共施設の利活用促進 

  ＊交通弱者への移動支援 

 

５．くらしの満足度向上  
＊移動型店舗・移動販売車の導入促進 

  ＊観光ゴミステーションの設置 

  ＊生涯学習の維持・発展 

  ＊憩いの場の充実・発展 

 

＜既存計画の整理＞ 
奥多摩町空家等対策計画、奥多摩町空き家対策総合実施計画、奥多摩町公共施設等総合管理計画、
奥多摩町内水面漁業振興計画、奥多摩町環境基本計画、奥多摩町学校施設長寿命化計画、奥多摩町
生涯学習推進計画 など 

 

 
 

コンセプト 2：持続化（続ける・守る・再生する） 

将来像① サステナブルなまちづくり 

１．資源を活かす・大切にするまちづくり 

天然資源（土地・水・埋蔵鉱物・森林・水産生物、また観光資源としての風景など。）の維持・管

理及び活用する施策 

＊森林再生事業・休耕地活用・現存の建物資源の維持・管理もしくは別活用の検討 

＊古民家の活用・不要家屋の解体 

＊環境美化・危険空き家の危険性に関する普及啓発 

＊獣害対策や資源としての活用検討 

ごみの削減など、環境に配慮した持続可能な社会を目指した施策 

＊家庭ごみの削減に関する普及啓発 

＊観光ごみの対策 

 

2．子供の成長を見守るまちづくり 

教育環境の維持 

＊学校施設の改修、外壁整備、木質化、維持補修工事、教材備品や児童生徒用のパソコンの整備、 

校務用のコンピュータの整備 
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＊放課後クラブの在り方検討（送迎サービスの実施検討、他校連携関係） 

＊部活動・クラブ活動の充実 

＊学校以外での学びの場の検討 

＊町内の魅力ある人材による学びの場の検討 

奥多摩ならではの教育の実施の維持 

＊町内での一貫的な教育推進 

＊水源地である奥多摩町の自然や林業、山葵田、狩猟などの奥多摩の産業に触れる体験学習の充       

実 

教職員の質の維持 

＊町内視察研修、西多摩地域での合同研修、校内研修等各種研修 

＊教員異動の公募制を活用した意欲ある教員の確保 

＊専科の教員の配置、習熟度別少人数加配による教員の確保 

＊学校における教育活動の奨励、教材教育指導書の充実 

地域や保護者の負担軽減、情報発信 

＊就学上の各種支援の継続と充実、保護者負担の低減 

＊保護者への奥多摩教育の情報発信と意識改革の促進、「奥多摩の教育」「奥多摩町の教育」発行 

＊奥多摩教育の広域的なＰＲ活動の実施、子育て世代への奥多摩教育の魅力発信、町外に向けて

の魅力発信 

児童・生徒数の維持 

＊奥多摩の教育の魅力を発信し、子育て世代の家庭の定住を促す 

 

3．誰もが学び続けるまちづくり 

健康、食育・健康指導・検診の継続、生涯学習の維持 

＊世代を超えた学習の場の整備 

＊体験学習の場の整備 

＊誰もが先生になり知識を共有できる場づくり 

＊教員も学べる場づくり 

＊住民協働の教育 

＊人材交流の推進 

＊体力向上の推進（「にっ古里」への参加や福祉会館の機能訓練室の利用促進など） 

＊文化・芸術活動の推進 

＊郷土芸能・文化財の継承  

 

将来像② レジリエンスなまちづくり 

１．交通インフラの整備されたまちづくり 

＊町道・林道の維持補修 

＊災害時緊急車両等が安全に通行できるようよう道路整備及び耐震化 

＊防犯等の整備 

＊自動運転交通の検討 

＊町民同士で乗り合い実施の検討 
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２．公共インフラの整備されたまちづくり 

＊災害時における避難所・公共施設の整備 

＊町所有の建築物の改修、維持管理 

＊安全な水道水を安定的に供給が可能となるよう、地震や台風などの自然災害時の応援体制

や広域連携の推進 

＊公共下水道の維持管理及び耐震化 

 

将来像③ セーフティーなまちづくり  

１．災害に負けないまちづくり 

防災意識の向上・防災力強化を目指す施策 

＊災害時近隣市町村、官民連携強化 

＊災害時情報連絡体制強化（防災無線・インターネット） 

＊消防団の活動内容の検討・加入促進・待遇強化、消防団指揮機材の充実 

＊地域での危険個所の学習会や災害訓練の実施 

＊災害キャンプ等の実施による災害体験 

＊孤立を想定した備蓄・災害訓練等の実施 

 

２．犯罪・事故から人を守れるまちづくり 

防犯力意識向上・防犯力強化を目指す施策 

＊交通安全普及啓発 

＊交通安全教室の充実 

＊SNS・インターネットトラブル、情報モラル知識の普及啓発 

 

3．安全・安心して日常生活を過ごせるまちづくり 

人と人とのつながりや助け合いを大切にし、子育て世代や障害者などをはじめ、全ての人が安全・

安心して生活を過ごせるまちを目指す施策 

＊地域医療の充実 

＊地域での見守りの充実（地域見守りパトロールなど） 

＊ICT などを活用した子供から高齢者見守りの充実 

＊生活困窮者への経済的支援の拡充 

＊障がい者地域生活支援事業等の充実 

＊移動販売の拡充による生活支援の推進 

＊屋内で子供が遊べる施設の設置 

＊チームオレンジによる認知症の人や家族の人に対する支援の継続 

＊地域行事参加など日頃からのコミュニティ参加の促進 

＊防犯だけでなく、自治会での防災体制の整備の検討 
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コンセプト３：効率化（無駄をはぶく・まとめる・やめる） 

将来像① スマートなまちづくり 

くらしの最適化、分かりやすい、伝えやすいまちへ  
  

１．効果的な組織運用、人材配置・育成 
適材適所な人材配置・育成 

＊ジョブローテーションの見直しや、業務によってのスペシャリストの育成の検討 

＊十分な基礎研修の実施による人材育成 

   ＊人事考課時に適正判断テストを行うなどの効果的な職場配置の検討 

  業務負担の軽減・円滑な業務運営 

   ＊事務手順等の明確化・マニュアル化による人材育成の画一化と業務の円滑化 

 

２．建物の取捨選択 

  施設活用の見直し 

   ＊既存施設の有効活用と必要に応じた施設の縮小検討 

＊町の立地特性等から古里、氷川、小河内の３つの地域を軸としつつも必要に応じて施設

の集約化の検討 

＊施設活用の見直しに伴う施設機能の複合化等の検討 

＊施設をオンラインでつなぎネットワーク化するなど新たな手法での施設活用の検討 

   空き家除去支援 

   ＊空き家等活用促進事業交付金の活用による空き家の解体（土地の利活用等につなげる） 

 

 ３．情報発信の改革 

   役場からの情報発信 

   ＊チャットボットの活用などによる行政情報のスムーズな取得促進（対応先・担当課など

を悩み事などからいつでも調べられるなど情報にアクセスしやすくする） 

    ＊多言語化や音声認識付きの情報発信の検討 

   住民同士の情報交換 

    ＊住民同士の情報交換・交流ができる電子掲示板などの検討 

    ＊住民同士の交流を残しつつも回覧板のデジタル化検討など負担軽減を検討 

    

＜既存計画の整理＞奥多摩町公共施設等総合管理計画、奥多摩町空家等対策計画 
 

将来像② フラットなまちづくり 

同じ目線でみんなと育むまち  
  

１．デジタル化などによる窓口業務の効率化の検討 

   ＊マイナンバーの活用や窓口のワンストップ化による住民・職員双方の負担軽減 

   ＊端末利用による書き損じや記入漏れ等のミス防止 
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２．業務の遠隔化の検討 

  ＊継続的な訪問が必要な業務・事業の場合などに、対象者へタブレット等を貸与し、必要時

以外の訪問はオンラインによるミーティングを通じてヒアリングを実施するなど、双方の

負担軽減を図り、より多くの対象者とコミュニケーションをとることを検討する 

  ＊職員の遠隔業務の充実化により、働き方の多様化を目指す 

 

３．業務負担の平準化と質の維持 

  ＊どの職員も質の高い平等な情報発信・業務実施を可能とするマニュアル体制の構築 

  ＊業務内容、業務量の分析を通じた組織体制の見直し 

  ＊業務内容に応じたスペシャリストの育成、長期担当者などの検討 

 

４．どんな人でも同様のサービスを受けられる体制づくりを目指す 

＊総合窓口（コンシェルジュ）の創設の検討 

＊申請窓口の単一化の検討 

＊標示の明確化による施設の利用しやすさの向上（ピクトグラム、動線の視覚化） 

＊多言語化ややさしい日本語、音声認識による情報発信、サービス案内の検討 

＊オンラインでネットワーク化することで事業や集まりに参加しやすい環境づくり 

 

将来像③ リンク／シェア するまちづくり 

垣根を越えてともに分かち合えるまち 

 

１．庁内の知識の共有や職員間の情報共有 
  ＊事務手順や根拠法令等の明確化、共有を通じて、業務の属人化や担当不在による業務の停

滞や質の低下防止につなげるとともに職員間の情報共有を行うことでより効果的・効率

的な業務運営を行う 

 

２．他自治体との連携強化 

＊西多摩地域広域行政圏など既存の会議体との連携継続、より効果的な連携を模索 

＊各自治体担当者同士の連絡体制や手法を簡便化し、相互に情報共有を適宜行えるようにす

ることで、業務への理解や困難ケースへの理解を深める 

 

３．町の魅力をシェアする 

  ＊住民、町に縁のある方達との魅力を共有し、みんなで発信する 

  ＊町外やインバウンドの外国人などに魅力を発信する 

  ＊それぞれバラバラで発信される情報を効果的に集約し発信していく方法について検討 

 

４．住民の意見をシェアする 

  ＊住民の意見を可視化し、困りごとやわからないことを共有する。 

  ＊住民同士が情報共有できる電子掲示板（プラットフォーム）の検討 


